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尋ま し カごき

昭和58年 度 か ち文 部 省科 学 研 究 費補 助 金(試 験 研 究2)の 助 成 の

もとに行 われ た 研 究 「ヒ ト精 子 染 色 体 の直 接 分 析 法 の 確 立 」は2年 間

の研 究 期 間 を終 了 し、 こ こに研 究 成 果 を ま とめ る こ とにな った 。

以 下 に述べ る よ うに 、われ われ は 従 来行 われ て きた ヒ ト精 子染 色 体

分析 法 を大 幅 に改 良 して これ ま で よ りもは るか に成 功 率 ・信 頼度 の 高

い方 法 を確立 す る こ とが で きた 。す な わ ち 、 当初 の研 究 目標 は ほ ぼ達

成 され た とい うこ とが で きる 。現 在 、 この 改 良法 を用 いて 、 ヒ ト精 子

染 色体 異 常の 自然 発 生率 や ヒ ト精 子 染色 体 に及 ぼ す 放 射 線 、化学 物 質

の 影響 な ど 、染 色 体 異 常 の生 成 原 因 ・生 成 機 序 に関 す る研 究 を行 い 、

す で に種 々の新 知 見 を得 て い る 。 もち ろん 、 方法 の 改 良 は これ で終 わ

る もの で は な く、今 後 も さ らに検 討 を重 ね 、 よ り優 れ た 方 法 の確 立 を

め ざさな くて はな ちな い 。

本 研 究 に あた って 、終 始 懇 切 な 御 指導 、御 鞭 捷 をた まわ りま した旭

川医科大学生物学教室の美甘和哉教授に心か ら御礼申し上げます。

研 究 組 織

研究代表者:上 口勇次郎(旭 川医科大学 医学部 助教授)

研究分担者

昭和58年 度:舟 木賢治(旭 川 医科大学 医学部 教務職 員)

昭和59年 度:な し
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研究協力者:立 野裕幸(旭 川 医科大学 医学部 教務職 員)

島田昌幸(旭 川医科大学 医学部 研究生)

研 究 経 費

昭和58年 度

昭和59年 度

計

2,900千 円

300千 円

3,200千 円
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日 本 人 類 遺 伝 学 会 誌.29巻 、2号 、1984年.

2.上 口 勇 次 郎 ・美 甘 和 哉:透 明 帯 除 去 ハ ム ス タ ー 卵 へ の ヒ ト 精

子 進 入 に 及 ぼ す 各 種 血 清 ア ル ブ ミ ン の 影 響.日 本 不 妊 学 会 誌.

30巻 、1号 、1985年.

3.Kamiguchi,Y.andMikamo,K.:Applicationofdevelop-
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1986年.

8.美 甘 和 哉 ・上 口 勇 次 郎:ヒ ト精 子 の 染 色 体 研 究n .自 然 発

生 お よ び 放 射 線 誘 発 の 精 子 染 色 体 異 常.細 胞.18巻 、14

号 、1986年.
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Assessmentofgeneticeffectsofenvironmentalmuta-

gensusinghumanspermchromosomeanalysis.Zool.Sci.

Vol.4,No.6,1987.
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1.上 口勇 次 郎 ・美 甘 和 哉:ハ ム ス タ ー卵 を用 い た ヒ ト精子 染 色

体 の直 接 分 析 法 とそ の 問題 点.日 本 動 物 学会 北 海 道支 部 第

32回 大 会.1983年8月27日.

2.上 口勇 次 郎 ・美 甘 和哉:ヒ ト精 子 染 色 体 の直 接 分 析 法 の改 良.
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方 部 会.1984年1月31日.

4.上 口 勇 次 郎=ヒ ト精 子 染 色 体 研 究 に お け る 発 生 工 学 的 手 法 の

導 入.シ ン ポ ジ ウ ム 「染 色 体 研 究 法 の 新 し い 展 開 」.日 本 人

類 遺 伝 学 会 第29回 大 会.1984年11月15日.
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よび 放 射 線 感 受 性(第2報).日 本 人 類 遺 伝 学 会 第30回 大

会.1985年11月7日.
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